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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年12月25日(2014.12.25)

【公表番号】特表2014-503841(P2014-503841A)
【公表日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-008
【出願番号】特願2013-539866(P2013-539866)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   4/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３１３　
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３３８　
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   4/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月4日(2014.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子ディスプレイであって、
　画像形成領域を有するディスプレイパネルと、
　前記画像形成領域の上に配置された第１の光硬化性樹脂系の反応生成物であり、実質的
に透明な、光硬化された接着層と、
　前記実質的に透明な第１の光硬化性接着層の少なくとも一部分に近接した不透明層と、
　前記不透明層の少なくとも一部分及び前記透明な接着層の少なくとも一部分と接触して
いる実質的に透明な外側パネルと、を備え、
　前記不透明層は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲の全ての波長に対して約５％未満
の平均光透過率及び３００～４００ｎｍの波長範囲で約５％を超える平均紫外線透過率を
有する、電子ディスプレイ。
【請求項２】
　前記不透明層が、第２の光硬化性樹脂系の反応生成物を含む、請求項１に記載の電子デ
ィスプレイ。
【請求項３】
　前記第２の光硬化性樹脂系が、酸化ニッケル又はマグネシウムをドープしたリン酸コバ
ルトをドープした顔料を含む、請求項２に記載の電子ディスプレイ。
【請求項４】
　樹脂系であって、
　実質的に透明な光硬化性樹脂系と、
　前記実質的に透明な樹脂系に配置された少なくとも１つの染料又は顔料と、
　前記実質的に透明な光硬化性樹脂系に配置された少なくとも１つの光開始剤と、を含み
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、
　前記光硬化性樹脂系は、４２０ｎｍ～７００ｎｍの波長範囲において約５％未満の平均
光透過率及び３００～４００ｎｍの波長範囲の全ての波長に対して約５％を超える光透過
率を有する、樹脂系。
【請求項５】
　前記実質的に透明な樹脂系が、エポキシモノマー、アクリルモノマー、又はこれらの組
み合わせを含む、請求項４に記載の樹脂系。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの染料又は顔料が、酸化ニッケル又はマグネシウムをドープしたリ
ン酸コバルトをドープした顔料を含む、請求項４に記載の樹脂系。
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